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「社会保険労務士による不適切な情報発信」に関する会長声明 

 
全国社会保険労務士会連合会   

会 長  大 西 健 造  
（社労士制度推進戦略室）  

 
 今般、複数の報道機関により報じられている「社員をうつ病に罹患させる方

法」と題する文章をブログとして掲載する等の社会保険労務士による不適切な

情報発信は、社会保険労務士に対する国民の皆様からの信用を失墜させるもの

であり、到底容認できるものではないと考える。 

 

大多数の社会保険労務士が企業における適正な労使関係の維持、発展に貢献

している一方で、一握りの会員が、インターネット等の公の情報発信の場で、

中立公正を旨とする社会保険労務士の職業倫理に反し、労働社会保険諸法令の

規定を理由として、労働条件を不当に引き下げることを助長するような就業規

則の作成、労働社会保険の保険料を不当に引き下げる脱法的行為、雇用関係の

助成金等の不適切な方法による受給等を指南するような広告等を発信している。 

 

 これらの行為は、社会保険労務士法第１条に目的として掲げている「事業の

健全な発達と労働者等の福祉の向上」からかけ離れたものであることから、当

会としては、あらためて、すべての社会保険労務士に対して、社会保険労務士

倫理綱領に定める品位保持の観点から自らの行為を律すべきことについて、注

意を喚起したい。 

 

 今般の事態を踏まえ、当会としては、あらためて都道府県社会保険労務士会

と連携の上、不適切な情報発信をはじめとする職業倫理に反する行為を行う会

員に対する指導等を強化するとともに、職業倫理の徹底を図るための研修、広

報等の事業を拡充し、国民の皆様からの信頼向上に努めてまいる所存である。 

 

以 上  


